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ヨーロッパの中心 地理的好条件をもつフランス アルザス地方



アルザス
フランス・ドイツ・スイス三カ国間連携



ヨーロッパの首都ストラスブール

欧州議会（European
Parliament）はＥＵ加盟国
で直接選挙によって選ば
れた議員785名で構成さ
れており、法案を制定し、
政策執行を行うＥＵ委員
会（ブラッセル）を監視す
る。

欧州議会 (European Parliament)

欧州評議会（Council of Europe）

民主主義、人権、法の支
配といった共通の価値の
実現に向けた加盟国間
の協調の拡大を目的とし
てストラスブールに設立。
現在の加盟国は、EU27  
か国に旧ユーゴ諸国、日
本等を含め47 か国。



アルザス及び近隣地域圏にある大学
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アルザス地方はヨーロッパの中心に位置し、

古くから東西南北ルートの交易路として栄えた。

人口は約１８０万人。
仏国第2の個人所得水準。

仏を代表する国際企業（Ａｌｃａｔｅｌ，Alstom）の
発祥の地。

現在は欧州議会や欧州評議会が設置され、
ＥＵの中心。

ヨーロッパの中心に位置するアルザス地方



Gross Domestic Product 2008 at current prices in billion US$

1.アルザス地方はＥＵ市場の中心

EUにおける国別

国内総生産
（GDP - USドル）

ストラスブール（フランス）
とケール（ドイツ）間の橋

アルザスを中心とする
500km圏内にヨーロッパ資源
の70%が集中
800Km圏内にヨーロッパ
全土の75％の購買力
産業・サービスの50%が集中



Alsace: ＥＵ市場へのアクセス

国際空港 高速道路

交通・物流条件に恵まれている
アルザス地方



ストラスブール

コルマール

ミュルーズ

≪アルザス地方概要≫
■面積 : 8280 km²
■国内総生産（一人当たり）:

26,532 ユーロ
（フランスの地方において第２位）

■人口: 180万人

■人口密度: 217 人/km²

■主な都市:
ストラスブール(Strasbourg)

451,000人
ミュルーズ (Mulhouse)

235,000人
コルマール ( Colmar)

87,000人



.アルザスには国際空港が２つある

.ドイツのフランクフルト空港へ、スイスの
チューリッヒ空港へも行ける

.日本からはフランクフルト、チューリッヒ、
パリからのアクセスが便利

アルザスの何処からでも国際空港までは２時間以内でアクセスが可能



航空貨物輸送にはフランス第2位の貨物飛行場
バーゼル＝ミュールーズ空港、もしくは車で2時

間北上すればヨーロッパのハブ空港フランクフル
ト空港を利用することが可能



ＴＧＶによるアクセス: パリ ➩ ストラスブール（Strasbourg)
2時間20分 (2016年 = 1時間50分)

ストラスブール

パリ



ＴＧＶによるアクセス:
ミュルーズ市（MULHOUSE)から

バーゼル（スイス）：18分

ストラスブール： 39分

チューリッヒ（スイス）： 1時20

ベルヌ（スイス）：1時25 

リヨン： 2時50

パリ： 2時20

マルセイユ： 4時40

ミラノ（イタリア）：4時50（普通電車）

MULHOUSE

MILANO

LYON



高速道路網
アルザス地方の高速道路はヨーロッパ各国へ直結している

< 2時間
バーゼル、シュトゥッツガルト

< 3時間
フランクフルト、チューリッヒ、ルクセンブルク

< 4時間

ブリュッセル、ミュンヘン

< 5時間

ミラノ、リヨン、パリ、アントワープ

< 7時間

ロッテルダム、ル・アーブル、マルセイユ

ストラスブールからのトラックの所要時間



• 陸路と鉄道の交通ネットワークに連結
• ストラスブールの港からフランス、ドイツの高速道路へ10分

ドイツ

フランス



ライン川を利用した輸送ルート



物流拠点の一例:ストラスブール港
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代表的な企業

 英語・ドイツ語・フランス語のトリリンガルが多い

 フランスの中で一人当たりの輸出の一番多い地方

外国企業の国別一覧

4. フランス・アルザス地方における産業



大手企業に選ばれるアルザ
ス

SUBWAY  
MASTERFOODS

RICOH  

THK  

TIMKEN

(米 –食品）
(米 –菓子製造)

(日 –コピー機部品）

(日 –ベアリング）
(米 –軸受け)

DAIMLER-CHRYSLER (独/米 –自動車部品)
VIKING (豪 –造園機材)
ADIDAS (独 –スポーツウェア)

WÜRTH (独 –ハードウェア製造)
WINTEK (中 – LCDモニター)
HJC (韓 –バイク用品)

GRIPPLE (英 –ハードウェア製造)
PEUGEOT (仏 –自動車)
SAGEM (仏 –電化製品)
OSRAM (独 –電球)

•BMW-フランス、ドイツバーデ・ヴルテンベルク地方への部品の輸送
•BLACKHAWK- international distribution platform

•TRIUMPH-在オベルネ、世界20カ国向け
•ROCKY MOUNTAINS-distribution centre for the European market



THK Manufacturing of Europe

産業用直接運動ベアリングメーカー

THKでは当初、オランダのロッテルダムに物流セン

ターを置いていたが、今日では欧州の顧客を広くカ
バーするためにアルザスに移転しました。

アルザスにある多国籍企業のヨーロッパ向け物流センターの例

同社はフランスとドイツを検討した結果アルザスに物流センタ
を設立することにした。現地の業者STRIEBIG社に 120,000 m²  
の商品保管センターの建設、管理を任せる。今日ではここで、
メルセデス、スマート、ジープなどの部品のストックを管理し、
世界各国に輸送されている。従業員数は４００人。



アルザス再生エネルギー
クラスター
 太陽エネルギー、地熱エネルギー

、 バイオマス分野の開発を促進

化学分野の最重要地域
企業数150社、 60化学研究

グループ

ストラスブールの化学研究は
国内トップ

食品分野
企業数2000社、 23400人の

従業員
 チョコレート、ビールなど
は国内の50％以上の生産

アルザス・テキスタイル
クラスター
140社、8500人の従業員を抱

えるネットワーク

不織布の分野は国内の50％以
上の生産量

アルザスにある産業クラスター

バイオ・バレー： 強力な医薬品産業
 300以上の企業、150の大学および公共研究施設
 15 000人の研究者、70 000人の学生

次世代自動車計画クラスター
 メーカー4社、部品メーカー58社、下請け業者400社
 自動車生産台数100万台



アルザスの航空宇宙産業における官学民連携の組織
アルザスにある１２０社の航空宇宙産業企業が会員
フランス東地域圏政府、オ・ラン県、アルザス商工会議所等が支援
210社が航空サービス部門に従事
航空宇宙産業での直接雇用9,000人

総売り上げ 年間１０億ユーロ以上

アルザス航空宇宙クラスター アエロアルザス



アルザスと日本
強い絆

• アルザスと日本の関係は150年前の江戸末期にさかのぼる

• 当時、繊維産業で世界をリードしていたミュルーズから、和柄を基調とした
繊維製品を日本へ輸出

• 経済交流から文化交流へ 「ジャポニズム」ブーム
モネ、ゴッホなど「印象派」、「アールヌーボー」へ影響

• 1982年日本代表部を設置

• 1980年代後半、日本のリーダーカンパニーがアルザスに工場進出
現在、20を超える日本企業及び学術機関がアルザスに進出
域内で5,000を超える雇用を創出、アルザスは人口一人当りの日本からの投資
額はフランスでは最も多い地域

• 在ストラスブール日本国総領事館、ヒューマンフロンティアサイエンスプログラム
の設置

• アルザス・欧州日本学研究所(CEEJA)の設置

• アルザスは親日派・知日派の最も多い地域



日本系進出企業



アルザスの恵まれたビジネス環境で多数の日本企業が進出しています



在ストラスブール日本国総領事館
Consulat-Général du Japon à Strasbourg

•在ストラスブール日本国総領事館、1992年設立
(フランス国内では在パリ大使館、マルセイユ総領事館に次ぐ)

•2014年現在、アルザス地方在住の邦人数は約500人

•合計24名の館員が、領事業務、広報文化業務などに従事

•邦人向けサービスとしてＥ メールでの情報提供(メルマガ)を開始され

ました。安全情報、領事関係のお知らせと同時に、現地で仏人などと接
触する機会に知っておくと役立つ日本に関する情報についても配信して
います。

http://www.strasbourg.fr.emb-japan.go.jp/

http://www.strasbourg.fr.emb-japan.go.jp/


■エコール・アンテルナショナル・ロベール・シューマン
Ecole International Robert Schuman

欧州議会、評議会に参加する各国議員の子女が母国語を
当地でも維持することを第一目的としています。

■リセ・アンテルナショナル・デ・ポントニエ
Lycee International des Pontonniers

1930年設立、公立／共学／通学制 国際高等学校

外国人（仏語を母国語としない者）用のクラスがあります。

■日本の補習授業校
日本語初等教育課程が設置されています。
この授業は週1回土曜日朝に行われ、日本の6年分の初等

教育課程をカバーします。

インターナショナルスクール

日本人の児童は、フランスの公立学校、もしくは以下のようなインターナショナルの学校に
通うことができます。



アルザスの日本語による補習校



アルザス・欧州日本学研究所（CEEJA)

Centre Européen d’Etudes Japonaises d’Alsace

アルザス・欧州日本学研究所(CEEJA)は2001年の設立以来、日本と

アルザス間に築かれた強い絆を基に、以下の活動を行っています。

１．ヨーロッパ市場への進出を見据えた日本企業へのサポート

２．日本とアルザス間の文化・学術交流推進

３．ヨーロッパにおける日本のプレゼンス、日本学研究の要として
の役割

アルザス・欧州日本学研究所は主にオ・ラン県、アルザス地方政
府の公的支援を受けて運営しています。

またミュールーズ都市圏、コルマール市、キンツハイム市、東芝国
際交流財団など、フランス、ヨーロッパ、日本に100以上の協力
関連機関があります。

年間を通してヨーロッパにおける日本研究及び日本文化の紹
介を数多く開催。

（国際シンポジウム、講義、研究会議、出版物、展覧会、
コンサート、芝居、映画 など）

▼アルザス・欧州日本学研究所 による
科学・文化イベント開催



アルザス・欧州日本学研究所（CEEJA) 
Centre Européen d’Etudes Japonaises d’Alsace

主要建物と事務所 宿泊施設



アルザス・欧州日本学研究所（CEEJA)
Centre Européen d’Etudes Japonaises d’Alsace

図書館 蔵書１3万冊



アルザス・欧州日本学研究所（CEEJA)
Centre Européen d’Etudes Japonaises d’Alsace

ホール、セミナールーム、会議室



アルザス・欧州日本学研究所（CEEJA)と連携する大学機関

■ストラスブール大学（日本学学科）

■日仏大学会館（大学院生向け）
Maison Universitaire France-Japon

■ ﾋｭｰﾏﾝ･ﾌﾛﾝﾃｨｱ･ｻｲｴﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
Human Frontier Science Program

日本の大学・学術・研究機関
大阪大学 名古屋大学 岐阜大学東京大学 京都大学

慶応大学 早稲田大学 明治大学 立教大学 法政大学
岩手県立大学
学習院大学 東洋大学

同志社大学 立命館大学 名城大学 など

文化庁、国際交流基金、パリ日本文化センター、国際日本文化研究センター

ヨーロッパの大学

約５０の大学と協定、連携



アルザス「ビジネス・インキュベーター」開設 2015年１月

アルザス・欧州日本学研究所(CEEJA)は日本からのヨーロッパ進出プロジェクトに向け、あらゆ

る支援、協力をいたします。（日本企業、教育・研究機関、地方自治体などのヨーロッパ拠点）
＊事務所のご提供（レンタル料はほぼ無償。電気水道料など実費のみ負担）。

インターネット 、エアコン完備 、CEEJAの事務所施設、図書館、宿泊施設使用可能

＊会議室利用可能

さらにアルザス・欧州日本学研究所(CEEJA)の本部も同敷地の中にありますので下記のような

支援が可能：

＊現地ビジネス関係者や政府機関、研究機関とのコンタクト
＊現地でのコミュニケーションお手伝い（通訳、翻訳）
＊セミナーや国際会議、学会、イベントなどの開催協力
＊日本人出向者へのお手伝い（ビザ及び外人登録手続き、アパート探し、銀行口座開設等）
＊会社設立諸手続きのお手伝いや、会計士、商標登録関行政書士、弁護士等のご紹介



アルザス ビジネス・インキュベーター

キンツハイムの敷地内にある 9㎡の広さの事務所の様子

● 日本企業に対し、ほぼ無償提供（事務所賃貸費無料、光熱費のみ負担）

● アルザス・欧州日本学研究所のスタッフ（日本語対応可能）による日常的サ
ポート

● 現地での行政や進出前後の手続きに関する協力支援



アルザス ビジネス・インキュベーター

アルザス・欧州日本学研究所では日本企業に対し
、下記のような支援を行っています。

●アルザス各関連機関との協力により、日本語
による進出前後の協力、支援。

●日本人出向者とそのご家族のアルザスへの
転勤、新居、生活に関するサポート。

（各エージェントとの連絡、言語サポート、現地
行政機関との連絡）

●ヨーロッパにおけるビジネス拡大サポート。

ヨーロッパ企業との最初のアポ取りやポテン
シャルの高い顧客との面談サポート

●ヨーロッパで開催される展示会や見本市

参加へのサポート。

実際、スタッフが会場へ随行し、展示会前後、
期間中のアシスト



アルザス・欧州日本学研究所（CEEJA)
Centre Européen d’Etudes Japonaises d’Alsace

宿泊施設



国際リニアコライダー（ＩＬＣ）への全面的協力
2018年５月17日

東京にてＩＬＣミーティング

フランス政府及びヨーロッパ
機関との連携

岩手県ＩＬＣ建設予定地視察



皆様のアルザスへのお越しをお待ちしています！

ご質問、ご要望はお気軽に下記へご連絡ください

Alsace Japan Agency
Centre Européen d’Etudes Japonaises d’Alsace (CEEJA)

アルザス・欧州日本学研究所 フランス本部

8 rute d’Ammerschwihr Kientzheim France  TEL 
+33 3 89 23 16 53

フランス アルザス日本代表部

TEL: 052-789-0811  FAX: 052-789-0812
j.goto@ceeja-japon.com

古
名 屋市千種区東山元町1-36

mailto:j.goto@ceeja-japon.com

